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大学バスケットボール部の地域連携活動が小学生・
保護者・学生に与える影響に関する事例的研究
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Abstract

In Japan, cooperative activities between universities and local communities are actively underway, and various 
universities conduct community contribution activities through sports. These activities primarily involve 
connecting university students with local children to manage sports events and provide sports coaching. It is 
important to clarify not only the influence of such community contribution activities on the participating students 
who manage and host the activities but also the expectations and joy of the participants’ parents. The purpose 
of this study was to establish a university-sponsored basketball clinic for elementary school students as part of 
a community contribution activity through sports, determine whether it was a meaningful activity for the three 
parties involved―university students who served as instructors, elementary school students who belonged to a 
local basketball team, and participants’ parents―and disclose the details. The results indicated that community 
contribution activities through sports not only had a positive influence on university and elementary school 
students but also provided a valuable experience for the participants’ parents. Thus, it is important to continue 
these sports activities in the future to revitalize the local community.
キーワード：コミュニケーション・人材育成・他者との交流・地域貢献
Key Word: communication, human resource development, interaction, community contribution

1. 緒言　
　現在，全国各地で大学と地域の連携活動が活発に取り
組まれ，さまざまな大学でスポーツを通じた地域貢献活
動が盛んに行われている (宮良，2010)。その主な内容
は，学生を地域に結びつけてスポーツイベント活動の運
営やスポーツ指導を行うことである。このような地域貢
献活動は，地域住民にとっては一般的に競技力の高い選
手の動きを間近で見て感じることができる機会となり，
学生にとっては大学の授業だけではなかなか育てられな
い「実践力」を養う貴重な機会となっている (冨山ほか，
2011)。冨山ほか (2011) は，最高学府として位置付けられ
ている大学が行う社会貢献活動は，「研究の成果に基づ
いた実践の場であるととらえることもできるし，社会貢
献の場そのものが研究のデータを核とする場であるとと
らえることもできる」と報告している。さらに，総務省 

(n.d.) は，大学と地域の連携によるメリットとして，「学
生や地域住民の人材育成」を掲げており，大学地域連携

活動は，人材育成にも繋がる場であると考えられる。
　2005年の中央教育審議会の答申では「我が国の高等教
育の将来像」が提示され，「大学に期待される役割も変
化しつつあり，現在においては，大学の社会貢献 (地域
社会・経済社会・国際社会等，広い意味での社会全体の
発展への寄与 ) の重要性が強調されるようになってきて
いる。当然のことながら，教育や研究それ自体が長期的
観点からの社会的貢献であるが，近年では，国際協力，
公開講座や産学官連携等を通じた，より直接的な貢献も
求められるようになっており，こうした社会的貢献の役
割は言わば大学の「第三の使命」としてとらえていくべ
き時代となっている」と大学の使命を示した (中央教育
審議会，2005)。大学の使命に社会貢献が加わり，これを
契機に，多くの大学において地域連携のあり方を模索す
る動きが広がっている。また，平成 29年の文部科学省
の大学スポーツ振興に関する検討会議では，「大学には
スポーツに係る豊富な人材や充実した施設を有している
ものもあることから，平成 24年に制定されたスポーツ
基本計画においても，地域スポーツと企業・大学等との
連携が掲げられており，スポーツを通じた社会の発展を
支える存在として，大学スポーツはこれからも重要なポ
ジションを占めていくものと考えられる。」とあること
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から，さらに大学スポーツと地域は連携をしつつ「相思
相愛」な関係を築く必要があるとされる (文部科学省，
2017)。
　しかし，全国の大学・地域連携のすべてがスムーズに
進行しているわけではない。須田 (2013) は，大学が主
体的におこなう地域連携のあり方について次のように述
べている。大学は主体的に連携を構築するため期待する
結果は得られるが，地域は大学の進める地域連携に追随
するかたちになるため，継続性に疑問が生じる。大学が
主体的に進めていくことで，地域のニーズとのズレが生
じ，地域が連携する必要性を感じなくなってしまう可能
性があると述べている。つまり，地域連携を進めること
は，地域，学校，大学，学生のそれぞれにとってメリッ
トがあるというイメージはあるものの，受け入れ側はデ
メリットになる可能性が指摘されている (土屋，2022)。
土屋 (2022) は，地域との連携は学生の学びの機会を確保
でき，教育効果を期待することができる一方で，受け入
れる側の地域や学校の負担感が増す場合があると述べて
いる。今後，大学と地域，企業，住民，行政との地域連
携が増えていく中，相互の利点を活かしながら地域連携
のあり方を模索する必要がある。とはいえ，先にも述べ
たように，「スポーツを通じた社会の発展を支える存在
として，大学スポーツはこれからも重要なポジションを
占めていくものと考えられている。」とされていること
から (文部科学省，2017)，ますます両者に有益な教育活
動や地域貢献活動を広げていくべく，検討することはこ
れからの課題であろう。
　そのような背景のもと，スポーツと地域連携に関する
先行研究を概観すると，大学・地域・企業との連携により，
サッカー教室を開き，スポーツを通じて研究・教育と実
践を実施し，循環型教育のあり方を報告したもの (福田，
2009)や，スポーツイベントを行い，大学が持つ人的資源，
物的資源を利用しながら，更なるスポーツによる地域貢
献活動の在り方について検討した報告 (星，2018)がある。
また，元嶋ほか (2021) は大学生の視点に着目し，地域ス
ポーツ教室の楽しさを明らかにする研究を行うなど，多
くの知見が蓄積されている。このように，スポーツと地
域連携に関する報告が散見され，これらの研究では大学
生と地域の子供達に焦点を当てて調査を行い，その効果
について述べている。
　こうした多くの先行研究の中から，バスケットボー
ルを通した地域貢献活動に関する研究に引き寄せてみ
ると，中尾 (2018) はバスケットボールクリニックを開
催し，大学生および中学生に調査をし，双方への影響に
ついて報告しており，スポーツを通して年齢やレベルを

超えた交流が実践できたことから，大学生と中学生の双
方にとって有意義な活動であったと報告している。一方
で，金子ほか (2008) によると，このようなスポーツ活動
は，子どもや指導者側 (大学生 ) への影響については勿
論，参加されている親の期待感や高揚感を明らかにする
ことは非常に重要な課題と述べている。なぜなら，子ど
も向けのスポーツ活動の場合，入会や脱退の権限は，子
どもの自発的な意思というよりも，親が決定する場合が
多く，その影響力は非常に大きいとされている (金子ほ
か，2008)。したがって，スポーツを通じた，大学と地域
の連携活動をより充実したものにするためには，大学生
とその活動に参加する子供達に加えて，保護者にどのよ
うに影響するのか調査する必要がある。
　そこで本研究は，スポーツを通した地域貢献活動の一
貫として，A大学男子バスケットボール部主催の小学生
対象バスケットボールクリニックを開催し，大学生と小
学生およびクリニックに参加された保護者の三者にとっ
て有意義な活動になるか否かを調査し，その詳細につい
て開示することを目的とした。

2. 方法
2.1. 対象者
　対象は，クリニックの講師役である A大学男子バス
ケットボール選手 40名，A大学近隣にあるミニバスケッ
トボールチーム所属の小学生 116名 (男子：68名，女
子：48名 )，小学生の保護者 25名であった。クリニック
は，2024年 6月 20日に A大学の施設である，A大学 B

アスレティックセンターにて実施した。大学生と小学生
が，各グループに分かれ，事前に大学生が準備した練習
メニューに沿ってクリニックを進めていった。

2.2. 調査方法と調査内容
　調査方法は，大学生，小学生，保護者にクリニック終
了後，その場でアンケート調査を実施し，全参加者 (181

名 ) から回答が得られた。本アンケート内容は，中尾 

(2018) を参考に，クリニックへの参加に対する率直な感
想を得られるような内容とした。加えて，小学生と保護
者へのアンケートでは大学生の指導に対してどのような
感想を持ったのかを把握するため，自由記述欄を設けて
詳細に記述するよう依頼した。また，大学生へのアンケー
トでは，クリニックに対する率直な感想に加え，クリニッ
クの開催がチームや個人にとって重要な活動と感じたか
どうか把握するため，上記同様に自由記述欄を設けて詳
細に記述するよう依頼した。
　小学生に対してのアンケート内容は，「Q1．クリニッ
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クはどうでしたか？」，「Q2．またクリニックに参加した
いですか？」，「Q3．地域の大学生からスポーツを教えて
もらって良かったですか？」，「Q4．何か「分かった」ま
たは「嬉しかった」などの気持ちはありましたか？」「Q5．
自由記述欄」とした。Q1への回答は，「すごく楽しかっ
た」，「楽しかった」，「普通」，「つまらなかった」，「すご
くつまらなかった」から選択し，その理由を記述する欄
を設けた。Q2への回答は，「参加したい」，「どちらとも
いえない」，「参加したくない」から選択し，その理由を
記述する欄を設けた。Q3，Q4 への回答は，「そう思う」，「ま
あまあ思う」，「どちらともいえない」，「あまりそう思わ
ない」，「思わない」から選択し，その理由を記述する欄
を設けた。
　保護者に対してのアンケート内容は，「Q1．クリニッ
クはどうでしたか？」，「Q2．またクリニックに参加した
いですか？」，「Q3．地域の大学生からスポーツを教えて
もらって良かったですか？」，「Q4．自由記述欄」とした。
Q1への回答は，「すごく楽しかった」，「楽しかった」，「普
通」，「つまらなかった」，「すごくつまらなかった」から
選択し，その理由を記述する欄を設けた。Q2への回答は，
「参加したい」，「どちらともいえない」，「参加したくない」
から選択し，その理由を記述する欄を設けた。Q3への
回答は，「そう思う」，「まあまあ思う」，「どちらともい
えない」，「あまりそう思わない」，「思わない」から選択し，
その理由を記述する欄を設けた。
　大学生に対してのアンケート内容は，「Q1．クリニッ
クはどうでしたか？」，「Q2．このような活動はチームに
とって重要な活動だと思いますか？」，「Q3．何か「分

かった」または「嬉しかった」などの気持ちはありまし
たか？」，「Q4．自由記述欄」とした。Q1への回答は，「す
ごく楽しかった」，「楽しかった」，「普通」，「つまらなかっ
た」，「すごくつまらなかった」から選択し，その理由を
記述する欄を設けた。Q2，Q3への回答は，「そう思う」，「ま
あまあ思う」，「どちらともいえない」，「あまりそう思わ
ない」，「思わない」から選択し，その理由を記述する欄
を設けた。

2.3. バスケットボールクリニックの内容
　本クリニックは，小学生を対象としており，この年代
は状況に応じた適切な動きを必要とする練習に挑戦す
ることが大切だと言われている (公益財団法人日本バス
ケットボール協会，2024)。したがって，バスケットボー
ルの基本スキルである，パス・ドリブル・シュートを中
心にメニューを構成し，オフェンスとディフェンスの状
況に応じた適切な動きや状況判断を必要とするメニュー
とした。以上のことを念頭に，大学生が中心になってク
リニックの内容を考案した。
クリニック当日は，大学生と小学生の緊張を解くため，
練習の序盤で各グループに分かれアイスブレイクを取り
入れ，お互いにコミュニケーションを図ったところで，
練習へ移行した。また，練習メニューを始めるに当たり，
小学生に実演を交えながら練習方法や練習内容を説明
し，チーム練習へと移った。クリニックの実践内容は表
１に示した。

表 1 クリニックの練習メニュー
内　容 具体的内容 注意点・強調点

ウォーミングアップ
ダイナミックストレッチ，フットワーク，ス
トップ &ゴー，ボールハンドリング，コーディ
ネーションなど。

動かしている部分に意識を向け，目的を持っ
て行う。

ドリブル練習
ドリブルジャンケン，スピードドリブル，コ
ントロールドリブルなど数種類のドリブル練
習。

ヘッドアップやいつでも方向を変えたり，ス
ピードを変えたり，ストップをしたりできる
ようにする。

パス練習
チェストパス，ワンハンドパス，バウンスパス，
ラップアラウンドパスなど，数種類のパスを
状況に合わせて使用する。

色々な方向へ飛んでくるボールに対して目を
離さない。手のひらは必ずパッサーの方に向
けてボールを呼び込む (ターゲットハンド )

意識を持つ。

シュート練習
ディフェンスの状況に見ながら，ジャンプ
シュート，レイアップシュート，リーチバッ
クシュート，ギャロップステップなど。

ジャンプとボールのリリース，しっかりとし
た着地の意識，オーバーハンド，ワンハンド
での手の使い方の意識を持たせること，状況
判断を意識させる。

ゲーム
5対 5 (5分ゲーム )：大学生と小学生をミック
スし，リーグ戦を実施。

これまで練習した内容をゲームの中で使用す
る。
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3. 結果
3.1. 参加した小学生の評価の割合，クリニックへの意見
及び感想
　小学生 116名の回答を集計した結果，「Q1．クリニッ
クはどうでしたか？」の質問項目に対し 95名 (81.8％ ) 

が「すごく楽しかった」，20名 (17.2％ ) が「楽しかった」，
1名 (0.8％ ) が「普通」と回答し，「つまらなかった」，「す
ごくつまらなかった」の回答は 0名であった。「Q2．ま
たクリニックに参加したいですか？」の質問項目に対し
94名 (81％ ) が「参加したい」，19名 (16.3％ ) が「どち
らともいえない」，3名 (2.5％ ) が「参加したくない」と
回答していた。「Q3．地域の大学生からスポーツを教え
てもらって良かったですか？」の質問項目に対し 105名 

(90.5％ ) が「そう思う」，9名 (7.7%) が「まあまあ思う」，
2名 (1.7%) が「どちらともいえない」と回答し，「あま
りそう思わない」，「思わない」の回答は 0名であった。
「Q4．何か「分かった」または「嬉しかった」などの気
持ちはありましたか？」の質問項目に対し 93名 (80.1％ ) 

が「そう思う」，20名 (17.2%) が「まあまあ思う」，3名 

(2.5%) が「どちらともいえない」と回答し，「あまりそ
う思わない」，「思わない」の回答は 0名であった。小学
生のクリニックへの感想を抜粋したもの (表現はそのま
ま記載 ) を表 2，表 3，表 4に示した。 

表 2 小学生のクリニックへの感想➀
Q1．クリニックはどうでしたか？
• 大学生がやさしくおしえてくれて知らない子ともたくさん協力できたからです。
• ちがうチームの子といっしょに練習ができて楽しかったです。    

• 他の学校の子たちとの練習は初めてやったので新しい経験ができてよかったです。
• 大学生と交流して仲良くなれたからよかったです。
• みんなでドリブルワークや試合ができてすごく楽しかった。
• ミニバスではない練習ができたから良かったです。
• 試合ですごく声が聞こえてもりあがっていて楽しかった。知らない練習で新しいことがあって楽しかった。
• ミスしても「ドンマイ！」と声をかけてくれて次，頑張ろうと思えた。

Q2．またクリニックに参加したいですか？
• とても楽しくて大学生も優しくて練習になったから次回も参加したいです。
• また色々な人と交流したいからぜひ参加したいです。
• またクリニックに参加してもっと自分の出来ないことをしたいから参加したいです。
• もう少し色々な人と関わったり，出来なかった練習をリベンジしたいです。
• 他の学校のチームとも練習ができましたし，大学生の皆さんが細かく教えてくれたからです。
• コンタクトする練習が多かったのでまた参加したいです。
• 今日できなかったことを直し，また参加しプレイしたい。
• おもしろかったし，試合にいかせると思ったから参加したいです。     

3.2. 参加した大学生の評価の割合，クリニックへの意見
及び感想
　大学生 40名の回答を集計した結果，「Q1．クリニック
はどうでしたか？」の質問項目に対し 21名 (52.5％ ) が「す
ごく楽しかった」，16名 (40％ ) が「楽しかった」，2名 

(5％ ) が「普通」，1名 (2.5%) が「つまらなかった」と回
答し，「すごくつまらなかった」の回答は 0名であった。
「Q2．このような活動はチームにとって重要な活動だと
思いますか？」の質問項目に対し 30名 (75％ ) が「そう
思う」，9名 (22.5％ ) が「まあまあ思う」，1名 (2.5％ ) が
「どちらともいえない」と回答し，「あまりそう思わない」，
「思わない」の回答は 0名であった。「Q3．何か「分かっ
た」または「嬉しかった」などの気持ちはありましたか？」
の質問項目に対し 27名 (67.5％ ) が「そう思う」，10名 

(25%) が「まあまあ思う」，3名 (7.5%) が「どちらともい
えない」と回答し，「あまりそう思わない」，「思わない」
の回答は 0名であった。大学生のクリニックへの感想を
抜粋したもの (表現はそのまま記載 ) を表 5および表 6

に示した。

3.3. 参加した保護者の評価の割合，クリニックへの意見
及び感想
　保護者 25名の回答を集計した結果，「Q1．クリニック
はどうでしたか？」の質問項目に対し 16名 (64％ ) が「す
ごく楽しかった」，8名 (32％ ) が「楽しかった」，1名 (4％ ) 
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表 3 小学生のクリニックへの感想➁
Q3．地域の大学生からスポーツを教えてもらって良かったですか？
• 大学生の皆さんが教えてくれたおかげで楽しめたし，分かりやすかったので！
• A大学の学生はちゃんとしていたので教えてもらって良かったです。
• 自分の知らないコツや練習を知ることができた。
• 地域に良い大学があることが知れた。
• 大学のことについて少し知れて良かったです。
• 他の場所で教えてもらえない練習などもあったので良かった。
• 今までずっとコーチに教えてもらったけれど今回は違う人（A大学学生）に教えてもらえたから良かったです。
• 大学生も頑張っているから自分も頑張りたいと思った。     

Q4．何か「分かった」または「嬉しかった」などの気持ちはありましたか？
• 大学生は，こんな練習をしているんだなと新しい発見ができました。
• 教えてもらったことを実践で少しはいかせたことが嬉しかった。
• パスの投げ方で「下ではなく上に！」と言われ「なるほど」と思った。
• 指導してもらって，絶対にバスケを始めようと思えるキッカケになりました。
• シュート練習で，シュートを決めた時に大学生の人たちがほめてくれてうれしかったです。
• 大学生の説明が分かりやすかったです。
• 大学生と一緒に練習できて嬉しかったです。
• ドリブルやパスのコツを教えてもらって上達できたからです。  

が「普通」と回答し，「つまらなかった」，「すごくつま
らなかった」の回答は 0名であった。「Q2．またクリニッ
クに参加したいですか？」の質問項目に対し 24名 (96％ ) 

が「参加したい」，1名 (4％ ) が「どちらともいえない」
と回答し，「参加したくない」の回答は 0名であった。「Q3．
地域の大学生からスポーツを教えてもらって良かったで
すか？」の質問項目に対し 24名 (96％ ) が「そう思う」，
1名 (4%) が「まあまあ思う」と回答し，「どちらともい
えない」，「あまりそう思わない」，「思わない」の回答は
0名であった。保護者のクリニックへの感想を抜粋した
もの (表現はそのまま記載 ) を表 7および表 8に示した。
　

4. 考察
4.1. 小学生への影響
　アンケート Q1の「クリニックはどうでしたか？」の
問いに対して，99%の小学生が「すごく楽しかった」，「楽
しかった」と答えており，「大学生がやさしくおしえて
くれて知らない子ともたくさん協力できたからです。」や
「ちがうチームの子といっしょに練習ができて楽しかっ
たです。」，「他の学校の子たちとの練習は初めてやった
ので新しい経験ができてよかったです。」，「大学生と交
流して仲良くなれたからよかったです。」などの声があっ
た。アンケート Q2の「またクリニックに参加したいで
すか？」の問いに対しては，81%の小学生が「参加したい」
と答えた。理由としては，「他の学校のチームとも練習

ができましたし，大学生の皆さんが細かく教えてくれた
からです。」や「また色々な人と交流したいからぜひ参
加したいです。」などであった。アンケート Q1，Q2の
結果からクリニックに参加した小学生は，大学生との交
流や他の小学生と交流をすることに楽しみを感じていた
と考えられる。中尾 (2018) は，中学生を対象としたバス
ケットボールクリニックが与える影響として，クリニッ
クの感想から「ウォーミングアップや基礎練習の重要性
を感じ取った中学生が非常に多かった」と報告しており，
「パスを強く出す意識が強まりました」，「やったことの
ないステップを練習できた」という感想にもあるように，
中学生は技術的な部分に特化した感想を持っていたこと
が読み取れる。しかし，本研究では小学生を対象に実施
した結果，技術に特化した感想というよりは，他者との
交流に楽しみを感じていたような感想が得られた。
　アンケート Q3の「地域の大学生からスポーツを教え
てもらって良かったですか？」の問いは，90.5%の小学
生が「そう思う」と答えており，「今までずっとコーチ
に教えてもらったけれど今回は違う人 (A大学学生 ) に教
えてもらえたから良かったです。」，「大学生の皆さんが
教えてくれたおかげで楽しめたし，分かりやすかったの
で！」などであった。また，「地域に良い大学があるこ
とが知れた。」や「大学のことについて少し知れて良かっ
たです。」，「A大学の学生はちゃんとしていたので教え
てもらって良かったです。」などの意見もあった。アン
ケート Q4の「何か「分かった」または「嬉しかった」
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表 5 大学生のクリニックへの感想➀
Q1．クリニックはどうでしたか？
• 子供達に教えるという貴重な体験や経験ができたので，良かったです。
• 彼・彼女らの純粋なエネルギーや熱意に触れることができたことや，一緒に楽しみながらスキルを教えられたから
です。

• 活発な小学生と活動することで，普段の練習ではできない経験をすることが出来ました。
• 若い世代の子供達とコミュニケーションをとる機会が少ない中でバスケを通して，コミュニケーションをとること
が出来た。

• 子供達に特定のことのやり方を教えたり，彼らのスキルの向上を手助けしたりするのは，とても楽しかったです。
• 小学生にとって，大学生のレベルを体感することは有益だと思うし，我々もこの活動を知ってもらえる良い機会に
つながると思うので。

• 初めての経験で準備の段階から勉強になることが多かった。一人一人に個別の対応をとり，分かりやすい指導が出
来るように意識でした。

• 子供に教えるという貴重な経験が出来たので，とても楽しかったです。

Q2．このような活動はチームにとって重要な活動だと思いますか？
• とても良い経験になるということに加え，応援してくれる方々を増やすことができるから。
• 地域から愛される，応援されるチームになるために重要である。
• 地域との活動を行うことで，チームの理解が深まり，応援されるチームへと繋がると感じました。
• 地域の方々に本学バスケ部を知って頂くことで，たくさんの応援者になってもらう。地域に根付いたチーム作り。
• 自分達が持っている価値観が少しでも子供達に伝われば良いと思う。
• この活動は地域のつながりを深め，チームを応援してくれる人達を増やすきっかけとなるからです。
• チームで協力して行うことでチーム力や結束力が上がると思う。
• 地域を盛り上げたり応援されるチームであることで，また強くなれると思うので。 

表 4 小学生のクリニックへの感想➂
Q5．自由記述
• 次回はもっと長い時間，練習がしたいです！
• もし次回あるならもっと質問したいです。
• 大学生対小学生の対決をしてみたいです。今回はきちょうな経験，ありがとうございました！
• もっとゲームを増やして欲しい。
• もっと練習をハードにしてほしい！
• 次回は違うメニューの練習をしたいです。
• 楽しかったけど，あまり時間がなかったから時間を増やしてほしい。
• もっとドリブルやパスなどの練習をしたいです。 

などの気持ちはありましたか？」の問いに 97.3%の小学
生が「そう思う」「まあまあ思う」と回答していた。理
由は，「指導してもらって，絶対にバスケを始めようと
思えるキッカケになりました。」「教えてもらったことを
実践で少しはいかせたことが嬉しかった。」や「大学生
は，こんな練習をしているのだなと新しい発見ができま
した。」という意見が多かった。アンケート Q3，Q4の
結果から小学生にふたつの側面から良い影響があったと
考えられる。一つ目が，これまで経験したことがない練
習方法を通して，楽しみながらバスケットボールの技術
向上に繋がった点である。今回の練習内容やメニューの

作成は，大学生が主体となって行なったことにより，大
学生は自身の言葉で練習内容や技術を伝えていたと考え
られる。元嶋ほか (2019) は，地域スポーツ教室における
大学生の指導者意識が参加者の満足度に与える影響を検
討し，大学生が事前に準備したことや指導を行う際に留
意したことが児童生徒の意欲や活動に肯定的に影響する
ことを示している。したがって，分かりやすかったとい
う小学生のコメントからも読み取れるように，大学生自
らが指導者意識を持って行ったことで，小学生にとって
満足度の高いクリニックになったのではないかと考えら
れる。二つ目に「地域に良い大学がある」，「大学のこと
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表 6 大学生のクリニックへの感想➁
Q3．何か「分かった」または「嬉しかった」などの気持ちはありましたか？
• どのような指導をすれば相手に伝わるかなど，試行錯誤しながら行い，伝わった時は嬉しいと感じた。
• 教えたことを小学生が素直にチャレンジしてくれて，とても嬉しかった。
• メニューを一つ一つを理解し，教える事で達成感を持つことができた。
• 教えた事をコートの中で体現してもらえてやりがいや嬉しさを感じた。
• 自分が指導した選手のプレーが指導する前と後で改善されていたときは嬉しかったです。
• バスケットボールを教えることで，自分達の活動を知ってもらい，頑張れと言っていただいた時はとても嬉しかっ
た。

• 子供達が楽しみながらバスケットボールの練習をしてくれて，すごく嬉しい気持ちになりました。
• 指導する側の難しさがわかった。  

Q4．自由記述
• 子供達とのバスケットクリニックはエネルギッシュで楽しい経験でした。彼らの成長や笑顔を見られたことがとて
も嬉しく，自分自身も多くの事を学べた貴重な時間でした。

• 準備から大変なクリニックでしたが，みんなが楽しそうに，また自分達も楽しく指導できてとても良い経験になり
ました。また，たくさんの参加者がいてこれだけ応援されているのだと改めて感じ，バスケや生活に対してこれま
で以上にしっかりしなければと感じました。

• このような形でクリニックをしたのが人生で初めてだったので，すごく楽しかったし，勉強になることもたくさん
ありました。この経験を今後，学校生活・社会に出ても活用していけたらなと思いました。

• 普段は指導される側だが，指導する難しさや，大変さを実感しました。大変だった反面，教えたことができるよう
になると嬉しさも感じることが出来ました。

• カテゴリーが違う相手にコーチングをすることの難しさを知ることができ，授業の内容とはまた別の実践的な経験
を積むことができた。

• 対象の相手が小学生と離れていて戦術的なところの指導は難しさを感じた。しかし，バスケを始めた頃の初心を思
い出させる彼らの好奇心に感化されました。

• 関わることのない人たちと，バスケットを通じて関わり合えることが素晴らしいと感じた。地域貢献，応援される
チームというコンセプトがある中でこの活動は大切なことだと感じた。

• 普段教えてもらう側だが，今回のクリニックでは教える側となり，教えることにより忘れかけていた基礎の部分を
再確認できたり，たくさんの小雨学生らと触れ合い楽しかったと言われて嬉しかった。今後もこのような地域貢献
をしていきたい。

について少し知れた」などの意見もあり，A大学の P R

に繋がったという点である。「A大学の学生はちゃんと
していたので教えてもらって良かったです。」という小
学生の意見からも分かるように，指導している大学生が
主体的に小学生と接してしていることから，その姿が魅
力的に映ったのではないかと考えられる。
　一方で，Q5の自由記述欄では，「大学生対小学生の対
決をしてみたいです。」，「次回はもっと長い時間，練習
がしたいです！」，「もし，次回あるならもっと質問した
いです。」などの意見が寄せられた。これらの意見から，
小学生は，大学生との交流や会話を通して，よりバスケッ
トボールへの理解を深めたいと感じていることがわかっ
た。したがって，次回のクリニックの際には，これらの
小学生の意見を反映させて，大学生と小学生が交流する
時間を増やすことが，より良いクリニックに繋がる可能

性がある。

4.2. 大学生への影響
　アンケート Q1の「クリニックはどうでしたか？」の
問いに対して，92.5%の大学生が「すごく楽しかった」，
「楽しかった」と答えており，理由としては「子供達に
教えるという貴重な体験や経験ができたので，良かった
です。」，「活発な小学生と活動することで，普段の練習
ではできない経験をすることが出来ました。」，「子供に
教えるという貴重な経験が出来たので，とても楽しかっ
たです。」などであった。アンケート Q1の結果から，大
学生は日頃，自分自身が指導される側に立って競技を行
なっているが，今回のように学生達が子供達に指導する
という，ある種非日常の経験をすることで自身の貴重な
経験になったと感じたのではないか。中尾 (2018) の報告
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表 7 保護者のクリニックへの感想➀
Q1．クリニックはどうでしたか？
• もう少しレベル分けがされると良いなと思いました。それ以外は満足です。
• 整った環境で，大学生の部員に教えていただき，楽しそうにバスケができていました。
• 普段のチームと違うメンバーと練習内容で，新鮮な刺激を受けました。
• まだ始めて 1ヶ月なので出来ていない部分が多くて貴重な時間でした。
• 参加が決まってから，ずっと楽しみにしていました。背の高い選手と生き生きとバスケを楽しんでいる姿を見るこ
とができました。

• 普段できない練習や，いつもと違う雰囲気の中でプレーなどができたことがとても貴重でした。
• 目標となる大学生の選手たちとプレーできて子供達がとても楽しそうでした。
• 子供達の笑顔がたくさん見られて，楽しさが伝わりました。     

Q2．またクリニックに参加したいですか？
• 他のチームの子や大学生など普段とはまた違う空気で練習できていて良い経験になると感じたので，是非，参加し
たいです。

• A大学の体育館で現役選手とコミュニケーションが取れる，とても貴重な機会なので，また時間が合えば参加した
いです。

• 普段と違う練習や場所でイキイキしていました。また，参加したいです。
• 未経験者対象はあまりないので，貴重な経験になったと思います。子供達がとても楽しそうにプレーしていたので
良かったです。

• このようなクリニックへの参加が初めてだったのでまた是非参加したいです。
• 大学生のプレーは子供達へとても良い刺激になったと思います。
• 練習を積み重ねてからもう一度，体験出来たらと思います。
• 子供が楽しそうにしていたから，ぜひまた参加したいです。     

表 8 保護者のクリニックへの感想➁
Q3．地域の大学生からスポーツを教えてもらって良かったですか？
• 大学生の方が本当にバスケを愛しているのが伝わってきたので，その気持ちが子供にも伝わって更にやる気が出る
と思います。

• これから進学をしていく上で，貴重な経験をさせていただいたと思っております。
• 地域への活性化につながると思います。
• 大学生と触れ合う機会は，めったにないので，良い経験になりました。次回もあれば参加したいです。
• 大学生のお兄さん達に教えてもらえる機会が少ないので本当にありがたいです。
• こんなに大勢の現役大学生に教えて頂く機会がなかったので，いい刺激になったと思います！ 

• あこがれがあると思うので良かったです！大きくなったらそうなりたいとか・・・。 

• 上手になるには楽しく，真面目に練習に取り組むことを教えてくれた。

Q4．自由記述
• 学年で分けたり，習熟度で分けたり，より面白いと思いました。
• 中学生向けのクリニック開催！
• 大学生対大学生の試合を見せてもらえる時間があれば良いなと思いました。
• 忙しい中だと思いますが，半年に１回ぐらいの頻度でやってもらえるとすごく良いと思います。
• シュートのコツや少し難しいプレーのコツを教えてもらえたりすると嬉しいです。
• 子供達がすごく楽しそうでした。また開催してほしいです。
• もっと SNSで告知して情報が多いと良いと思う。 

• Tシャツがすごく嬉しかったので，また別バージョンがほしいです。
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においても，大学生に与える影響として，「中学生に指
導することでバスケットボールの基本を見直したり，技
術を言葉にして伝えることを学べたり，スポーツに多角
的に触れる機会となっている」と述べられている。した
がって，本研究の結果でも見られたように，他者に指導
をするという経験は，大学生の成長に繋がる重要な機会
になると考えられる。
　また，アンケート Q2の「このような活動はチーム
にとって重要な活動だと思いますか？」との問いに，
97.5%の学生が「そう思う」「まあまあ思う」と答えており，
「地域から愛される，応援されるチームになるために重
要である。」，「とても良い経験になるということに加え，
応援してくれる方々を増やすことができるから。」，「地
域を盛り上げ応援されるチームであることで，また強く
なれると思うので。」との理由であった。この結果から，
学生達は日頃，ゲームに勝利することを目標に，スキル
向上やチーム力向上を念頭に置きながら活動をしている
が，本クリニックを通して地域との繋がりを強く感じて
いることが読み取れた。本クリニックを通して，学生達
は自身のチームを地域に根付いたチームにすることによ
り，応援してもらえるチームにしたいと考えるように
なった。このような考えの変化は，学生自身の自覚や責
任が芽生えるきっかけになる可能性があり，スポーツを
通した地域連携活動は，大学生の教育を考える上でも重
要な活動だと考えられる。福田 (2009) は，スポーツを通
した地域貢献が大学生に与える影響として，「経験によ
る学習」によって自らの知識やスキルを高められたこと
を大きな教育効果と述べている。したがって，大学生に
スポーツと地域連携を題材とした「実践の場」を提供す
ることは非常に重要であると考えられる。
　アンケート Q3の「何か「分かった」または「嬉しかっ
た」などの気持ちはありましたか？」との問いに対して
は，92.5%の学生が，「そう思う」，「まあまあ思う」との
ことであった。理由は，「どのような指導をすれば相手
に伝わるかなど，試行錯誤しながら行い，伝わった時は
嬉しいと感じた。」，「メニューを，一つ一つ理解し，教
える事で達成感を持つことができた。」「教えた事をコー
トの中で体現してもらえてやりがいや嬉しさを感じた。」
と答えていた。Q3の結果から学生達は，小学生に指導
する中で，試行錯誤しながらも伝わった時の「嬉しさ」，
他者に教えることで得られる「達成感」，自身が教えた
ことを体現しようとする姿を見た時の「やりがい」を感
じていることが分かった。このような感情がクリニック
により芽生えた要因は，学生達自身が主体的に考えクリ
ニックを運営したためであると考えられる。

　一方で，Q5の自由記述欄では「各カテゴリーに分け
たメニューの立案」や「メニューの組み合わせ」など，
クリニックをより良くするための意見も寄せられた。今
後，クリニックを行う際には，上記のような意見を反映
させることで，より大学生が積極的に指導できるような
プログラムになるのではないだろうか。

4.3. 保護者への影響
　アンケート Q1の「クリニックはどうでしたか？」の
問いに対して，96%の保護者が「すごく楽しかった」，
「楽しかった」と答えており，「普段のチームと違うメン
バーと練習内容で，新鮮な刺激を受けました。」，「普段
できない練習や，いつもと違う雰囲気の中でプレーなど
ができたことがとても貴重でした。」などの意見があっ
た。アンケート Q1の結果から，日頃の練習内容と違っ
て，大学生が考案したプログラムの内容が小学生にとっ
て新鮮であり，その活動を通して笑顔になる子供達を見
て，保護者も子供達の楽しさが伝わったのではないかと
感じられた。さらに，本クリニックは複数のチームが参
加していたことから，普段練習しているメンバーとは違
うメンバーと交流することとなる。保護者は，そのよう
な環境で活動をしている子供達を見ることにも喜びを感
じていたことが考えられる。アンケート Q2の「またク
リニックに参加したいですか？」の問いに 96%の保護者
が「参加したい」答えており，理由としては「他のチー
ムの子や大学生など普段とはまた違う空気で練習できて
いて良い経験になると感じたので，是非，参加したいで
す。」，「普段と違う練習や場所でイキイキしていました。
また，参加したいです。」などの記述が見られた。アンケー
ト Q1の結果にもあったように，「環境・人・内容」等，
いつもと「違った」空間でクリニックを受けることで子
供達の楽しさが増していき，その様子を見た保護者も子
供達が良い刺激を受けていると感じ，「また参加したい」
と答えたのではないだろうか。
　アンケート Q3「地域の大学生からスポーツを教えて
もらって良かったですか？」の問いに対して，96%の保
護者が「そう思う」と答えており，「大学生と触れ合う
機会は，めったにないので，良い経験になりました。次
回もあれば参加したいです。」，「大学生のお兄さん達に
教えてもらえる機会が少ないので本当にありがたいで
す。」，「あこがれがあると思うので良かったです！大き
くなったらそうなりたいとか・・・。」との理由であった。
これらの意見から，大学生に指導してもらう機会が少な
い小学生であったため，本クリニックを通して，保護者
も大学生が指導している場面を観ることができて，「良



156 大学地域連携学研究　4

い刺激」や「良い経験」になっていたことがわかった。
また，「地域への活性化へ繋がると思います。」という意
見から，今後も，今回行ったクリニックなどを継続し，
子供達は勿論，保護者にとっても貴重な経験の場を提供
することが地域の活性化に繋がるのではではないか。
　元嶋ほか (2019) は，「地域スポーツ教室に参加・帯同
した保護者は，笑顔で児童生徒が意欲的にスポーツに取
り組み，スポーツが上達するように大学生が意識するこ
とで満足度が高まることが示された」と報告している。
本研究においても大学生が指導者意識を持って小学生と
接していたことから，小学生だけではなく保護者にも良
い影響を与えていたと考えられる。
　一方で，Q4の自由記述欄では，「学年で分けたり，習
熟度で分けたり，より面白いと思いました。」，「中学生
向けのクリニック開催！」，「忙しい中だと思いますが，
半年に１回ぐらいの頻度でやってもらえるとすごく良い
と思います。」，「もっと SNSで告知して情報が多いと良
いと思う。」などの意見もあり，今後クリニック活動を
行っていくうえで，「学年別，習熟度別のクリニック開催，
開催頻度，情報発信」などの課題解決に取り組んでいく
必要がある。

5.まとめ
　本研究では，スポーツを通した地域連携活動の一貫と
して行われたバスケットボールクリニックを通して，大
学生と小学生およびクリニックに参加された保護者に対
しアンケート調査を実施し，三者がどのような影響を受
け，またどのように感じたのかを開示することを目的と
した。始めに，小学生に与える影響として，バスケット
ボールを通した他者との交流が良い経験となり，その経
験からバスケットボールの魅力をより感じるようになっ
ていた。さらには，大学生が主体となってクリニック
を運営していたことからその地域の大学へと目を向ける
きっかけとなったと考えられる。次に，大学生に与える
影響として，学生達はクリニックの運営を通して，小学
生に試行錯誤しながら指導することで，達成感や充実感
を感じていた。その経験を通して，自覚と責任が芽生え
「自身のチームを地域に根付いたチームにすることによ
り，応援してもらえるチームにしたい」と考えるように
なった。したがって，スポーツを通した地域連携活動は，
大学生の育成を考える上で重要な教育活動であることが
わかった。最後に，保護者に与える影響として，いつも
とは違った環境でバスケットボールを楽しんでいる子供
達の様子を見ることで，保護者達にも子供達の楽しさが
伝わり，充実した時間になったのではないかと考えられ

る。また，クリニックの開催によって，地域の活性化に
繋がる，という意見から，子供達だけではなくて，保護
者にとっても地域へ目を向けるきっかけとなっていたこ
とがわかった。
　以上のことから，スポーツを通した地域連携活動は，
大学生と小学生に良い影響を与えるだけではなく，保護
者にとっても貴重な経験の場であったことがわかった。
これらのことから，スポーツを通した地域連携活動は大
学生，小学生，保護者の三者にとって有意義な活動であ
り，地域の活性化という観点からも今後継続するべき活
動であると考えられる。
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